解剖学講座
教授候補者へのアンケート

候補者	現職　　　　　　　　　　　　　　　

		氏名　　　　　　　　　　　　　　　

この度は、教授候補者に応募いただきありがとうございます。選考の参考とさせていただくため、以下の内容に、ご回答ください。

1. 教育
1） 医学部、大学院医学系研究科等における講義や実習の経験について、大学教員と非常勤講師に分け、例に従い下記表中に記載してください。（注）行が足りない場合は適宜追加してください。

【大学教員】
	授業科目名
	学部・大学院
	担当
コマ数
	区分
	担当年数

	例）○○学
	○○大学医学部医学科
	3コマ
	講義
	5

	例）○○実習
	○○大学大学院○○研究科○○課程○○専攻
	5コマ
	実習
	6

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



【非常勤講師】
	授業科目名
	学部・大学院
	担当
コマ数
	区分
	担当年数

	例）○○学
	○○大学医学部医学科
	3コマ
	講義
	3

	例）○○実習
	○○大学大学院○○研究科○○課程○○専攻
	5コマ
	実習
	4

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




2) 医学部教育において解剖実習や組織学実習について、これまでに実施してこられたご経験と工夫について記載してください。



3) 医学部教育において臨床実習の充実が求められています。その実現のために、臨床実習を支える基礎医学をどのように展開するかが重要だと考えられます。医学教育（講義・実習等）について、これまでに実施してこられた工夫と成果、お考えを記載してください。


4) 将来の日本の医学・医療のレベルを維持・向上するため、研究マインドを持った医師の育成が必要だと考えられます。医学教育の中で研究マインドを醸成する方策について、これまで試みてこられた工夫と成果、お考えを記載してください。


5) 教室員や大学院学生（社会人も含む）への指導実績（指導テーマ、取得学位、指導人数）について記載してください。


6) 大学院学生数の増加が鳥取大学医学部の研究の活性化に不可欠と考えられます。基礎医学教室における大学院学生の確保について、これまで試みてこられた工夫と成果、お考えを記載してください。


2. 研究
1) 主な研究業績について、600字以内で分かりやすく記載してください。


2) 電子顕微鏡を用いた研究業績について記載してください。


3) 教授就任後に、継続発展させたい主な研究課題と、新たに着手したい研究課題について、記載してください。


4) 臨床系教室・他学部・学外などとの連携について、ご経験とお考えを記載してください。


3. 臨床解剖
1) これまでにCST (Cadaver Surgical Training) との関わりがありましたら、その経験について記載してください。


2) 鳥取大学医学部および医学部附属病院には臨床解剖教育研修センターと鳥取大学ロボット手術研修・医療機器イノベーションセンター（ToRSC：トルシー）が稼働しています。これらの施設との連携についてお考えを記載して下さい。



4. 管理・運営
1) 大学の管理・運営に関する役員、委員等の経験について、例に従い下記表中に記載してください。なお、現在の所属先以外の役職を記載いただいても構いません。（注）行が足りない場合は適宜追加してください。

	機関・部局
	役職名
	年数

	例）○○大学医学部
	例）医学部教育委員会委員
	2

	
	
	

	
	
	



2) 白菊会との連携など、ご献体を集める活動や献体解剖倫理に関する活動について記載してください。


5. 社会貢献
これまでの人材育成や研究が国内外の社会貢献に結びついた経験がありましたら、記載して下さい。


6. その他
教授選考の参考となる事項があればご記載ください。（履歴書、研究業績目録、上記アンケートの記載内容との重複は避けてください。）

